


近
代
社
会
が
わ
た
し
た
ち
に
強
い
る
「
自
立」
と
は
何
か
？

他
人
に
依
存
し
な
い
で
生
き
て
い
る
者
が、
こ
の
社
会
に
ど
れ
だ
け
い
る
と
い
う
の
か
？

そ
も
そ
も
生
ま
れ
た
と
き
に
は
人
は
完
全
に
依
存
的
だ
っ
た。
死
に
ゆ
く
と
き
に
も
完
全
に

依
存
的
な
状
態
に
な
る。
要
介
護
最
重
度
5
の
判
定
条
件、

盃な
た
き
り・
垂
れ
流
し
・
自
力

寝
返
り
不
能」
を
聞
く
度
に
思
う
こ
と
が
あ
る。
「
寝
た
き
り・
垂
れ
流
し
・
自
力
寝
返
り
不

能」
と
は、
新
生
児
そ
の
も
の
で
は
な
い
か。
そ
の
状
態
で
わ
た
し
た
ち
は
生
ま
れ、
成
長
し、

ピ
ー
ク
を
越
し
た
後、
や
が
て
下
り
坂
を
降
り
て
い
く。
生
涯
発
達、
生
涯
現
役
は、
成
長
神

X
ょ

ま

ご
とー

話
に
汚
染
さ
れ
た
世
迷
い
言
に
す
ぎ
な
い。
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
が
わ
た
し
た
ち
に
こ
れ
で
も
か

め

と
示
し
た
の
は、
人
の
最
後
に
は
か
な
ら
ず
「
老
い」
が
待
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
眼
を
そ
む
け

る
な
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か。
そ
し
て
こ
の
「
老
い」
に、

あ
わ
て
て
「
衰
え
る
こ

と」
と
つ
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど、
人
は、
社
会
は、
「
老
い」
に
直
面
す
る
こ
と

お
そ

を
怖
れ
て
い
る。

だ
が
近
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
想
定
す
る、
完
全
情
報
下
に
お
け
る
合
理
的
意
思
決
定
能
力
を

持
っ
た
主
権
主
体
な
ど、
虚
構
に
す
ぎ
な
い。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
法
学
は、
こ
の
虚
構
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
る。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
想
定
す
る
「
自
立」
し
た
個
人
の
集
合
で
あ
る
市
民
社
会

を
統
治
す
る
の
が
近
代
法
で
あ
る。
近
代
法
の
も
と
の
市
場
で
は、
対
等
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が、

自
己
利
益
を
最
大
化
す
る
た
め
の
合
理
的
な
意
思
決
定
に
も
と
づ
い
て
「
契
約」
を
結
ぶ
こ
と

に
な
っ
て
い
る。
こ
の
契
約
は
対
等
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
間
で
結
ば
れ
た
見
か
け
を
持
つ
が、
そ
の

実、
対
等
で
は
な
い。
結
婚
契
約
も、
一
屈
用
契
約
も
対
等
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
あ
い
だ
で
結
ば
れ

た
も
の
で
は
な
く、

契
約
の
両
当
事
者
間
に
権
力
や
資
源
の
分
配
格
差
が
あ
る。
使
用
者
は一
屈

問
題
文

I

次
の
問
題
文
を
読
み、
後
の
問―
i
問
八
に
答
え
な
さ
い。

用
者
を
解
雇
し
て
取
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
が、
雇
用
者
が
雇
用
を
失
え
ば
生
活
し
て
い
け

な
い。
夫
と
妻
の
あ
い
だ
に
は
結
婚
前
か
ら
資
源
格
差
が
あ
る。
あ
る
い
は
学
歴
や
収
入
に
お

い
て
資
源
格
差
の
あ
る
関
係
を
男
女
と
も
に
選
好
す
る。
結
婚
に
際
し
て
民
法
は
「
夫
婦
同

氏」
を
求
め
ら
れ
て
い
て
も、

夫
婦
ど
ち
ら
の
姓
に
す
る
か
は
自
由
な
の
に、
夫
の
姓
を
選
択

す
る
要
が
九
六
％
も
い
る
の
は
妻
の
交
渉
力
の
弱
さ
を
示
し
て
い
る。
そ
れ
は
た
だ
「
自
由
な

意
思
決
定」
の
見
か
け
を
持
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
政
治
思
想
研
究
者、

岡
野
八
代
は
そ
れ
を
シ
ャ
ン
バ
ー
ス
に
側
っ
て
「
選
択
の
フ
エ
テ
ィ
シ
ズ
ム」
と
呼
ぶ。

し
か
も
こ
の
市
場
か
ら
は、
こ
れ
ま
で
は
女
性
が、
現
在
で
も
子
ど
も
や
老
人
が
排
除
さ
れ

て
い
る。
つ
ま
り
依
存
的
な
存
在
と
見
な
さ
れ
た
ひ
と
び
と
は、
市
民
社
会
の
構
成
員
で
は
な

ボ
ッ
ク
ス
に、
女
と
い
う
「
ケ
ア
す
る
性」
と
共
に
封
じ
込
め
ら
れ、
見
え
な
い
存
在
と
さ
れ

「
自
立」
し
た
個
人
の
う
ち、
他
者
に
依
存
し
て
い
な
い
者
は
い
る
だ
ろ
う
か
？

に
依
存
し
て
い
る。
使
用
者
は
雇
用
者
に
依
存
し
て
い
る。
消
攪
者
は
生
産
者
に
依
存
し
て
い

る。
社
会
は
依
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る。
そ
れ
を
忘
れ
て
い
ら
れ
る
者
だ
け
が、
自
分
を

「
自
立」
し
た
個
人
と
勘
述
い
す
る
こ
と
が
で
き
る。
そ
れ
を
岡
野
は
「
依
存
の
忘
却」
と
呼

び、
そ
の
忘
却
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
近
代
政
治
学
を
「
忘
却
の
政
治」
と
呼
ん
だ。
こ
の
論

理
か
ら
す
れ
ば、
支
配
者
と
は、
自
分
が
被
支
配
者
に
依
存
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
そ

の
依
存
を
忘
れ
て
い
ら
れ
る
特
権
を
持
っ
た
人
々
の
こ
と
だ
と
言
い
換
え
て
も
よ
い。

近
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
公
私
の
分
離
則
を
根
底
的
に
批
判
し
た
の
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
で
あ
る。

市
民
社
会
の
法
は
公
領
域
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い。
裏
返
せ
ば、
公
領
域
に
所
有
や
契
約
の
主

体
と
し
て
登
場
す
る
個
人
だ
け
を
「
市
民」
と
呼
ん
で
き
た
の
だ。
私
領
域
に
封
じ
ら
れ
た
女

て
き
た。

い
の
だ。
彼
ら
は
ど
こ
に
い
る
の
か
？

夫
は
妻

市
場
の
外
部
に
あ
る
「
家
族」
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク
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性
は、
公
的
に
は
無
能
力
者
と
な
る。
二
0
二
四
年
度
前
期
の
N
H
K
連
続
朝
ド
ラ
の
「
虎
に

蔑」
で
戦
前
の
既
婚
女
性
は
法
的
に
無
能
力
者
で
あ
っ
た
と
知
っ
て、
主
人
公
な
ら
ず
と
も
驚

愕
し
た
視
聴
者
は
多
い
だ
ろ
う。
契
約
を
伴
う
意
思
決
定
の
際
に、
「
主
人
に
相
談
し
て
か
ら

え
ん
き
ょ
く

お
返
事
し
ま
す」
と
妻
が
言
う
の
は、
断
り
の
た
め
の
単
な
る
婉
曲
語
法
で
は
な
か
っ
た。
明

治
期
の
旧
民
法
が
当
初
モ
デ
ル
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
民
法
で
は、
結
婚
は
夫
と

妻
の
対
等
合
併
で
は
な
く、
夫
に
よ
る
妻
の
吸
収
合
併
で
あ
り、
妻
は
財
産
権
も
契
約
権
も
失

い、
法
的
無
能
力
者
に
な
っ
た。
前
近
代
ま
で
は
女
性
の一
部
に
は
財
産
権
も
相
続
権
も
認
め

ら
れ
て
い
た
の
だ
か
ら、
近
代
化
に
よ
っ
て
女
性
の
地
位
は
低
下
し
た
と
言
え
る。

近
代
法
の
公
私
の
分
離
則
の
も
と
で
は
「
法
は
家
庭
に
入
ら
ず」
と
あ
る。
タ
テ
マ
エ
上、

家
庭
は
愛
と
分
か
ち
合
い
の
共
同
体
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が、
実
態
は
法
の
介
入
し
な

い
「
無
法
地
帯」
で
あ
る
こ
と
は、
D
V
や
虐
待
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
で
あ
き
ら
か
に
な
っ
た。

公
道
で
誰
か
を
殴
れ
ば
傷
害
罪
に
な
る
の
に、
家
庭
の
中
で
は
夫
が
妻
を
殴
っ
て
も、
こ
れ
ま

で
は
犯
罪
に
な
ら
な
か
っ
た。
二
0
0一
年
に
日
本
に
D
V
防
止
法
が
成
立
し
た
こ
と
は、
近

A
 

代
法
学
の
原
則
を
ク
ッ
ガ
エ
す
画
期
的
な
事
件
だ
っ
た。
だ
か
ら
こ
そ、
多
く
の
保
守
派
は
D

＞
防
止
法
を
「
家
族
解
体
法」
と
呼
ん
で、
は
げ
し
く
抵
抗
し
た
の
だ。
と
は
い
え、

止
法
は
D
V
禁
止
法
で
は
な
い。
D
V
防
止
法
の
も
と
で
も、

夫
は
犯
罪
者
に
な
る
は
ず
だ
が、
起
訴
に
踏
み
切
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い。

D
V
防

D
V
罪
と
い
う
犯
罪
は
成
立
し

な
い。
法
が
指
示
す
る
の
は
D
V
夫
に
対
す
る
「
退
去
命
令」
や
「
接
近
禁
止
命
令」
だ
け
で

あ
る。
要
が
夫
を
傷
害
罪
で
訴
え
な
い
限
り、
彼
ら
は
逮
捕
も
さ
れ
な
い
し、
起
訴
も
さ
れ
な

い。
ち
な
み
に
傷
害
罪
は
親
告
罪
で
は
な
い
か
ら、
要
が
骨
折
す
る
よ
う
な
大
け
が
を
す
れ
ば、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
者
の
ジ
ョ
ー
ン
・
ス
コ
ッ
ト
は
「
私
領
域
と
は
公
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の

B
 

で
あ
る」
と
シ
テ
キ
す
る。
私
領
域
と
は
公
権
力
か
ら
の
避
難
所
で
も、
抵
抗
の
拠
点
で
も
な

（

注
）

シ
ャ
ン
バ
ー
ス・・・
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
哲
学
者。

ー
上
野
千
鶴
子
『
ア
ン
チ
・
ア
ン
チ
ェ
イ
ジ
ン
グ
の
思
想』
（一
部
改
変
）

の
が、
近
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
な
の
で
あ
る。

い
近
代
の
「
性
的
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト」
と
呼
ん
だ。

,9,
!
 

Y
 

い。
私
領
域
と
は
む
し
ろ、
公
的
に
家
父
長
の
専
横
が
許
さ
れ
た
「
治
外
法
権」
の
場
所
な
の

だ。
私
領
域
と
公
領
域
と
は、
そ
の
実、
「
分
離」
し
て
い
る
の
で
は
な
く、
互
い
に
依
存
し

そ
れ
を
指
し
て、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
法
学
者
の
フ
ラ
ン
セ
ス
・
オ
ル
セ
ン
は
「
不
介
入
は
介
入

c
 

の一
種
で
あ
る」
と
カ
ッ
パ
す
る。
近
代
国
民
国
家
は
「
不
介
入」
と
い
う
原
則
を
通
じ
て、

私
領
域
に
お
け
る
暴
力
を
非
犯
罪
化
し
た。
そ
の
暴
力
の
非
犯
罪
化
特
権
を
持
つ
者
を
「
家
父

長」
と
呼
ぶ。
国
家
は
公
領
域
で
は
軍
隊
に
暴
力
を
独
占
し、
私
領
域
で
は
暴
力
を
家
父
長
に

黙
認
す
る
こ
と
で、
家
父
長
制
と
「
共
謀」
し
た
の
だ。

そ
の
私
領
域
に、

子
ど
も、
老
人、
病
人、
障
害
者
な
ど、
誰
か
に
依
存
し
な
け
れ
ば
生
き

て
い
け
な
い
存
在
が、

封
じ
込
め
ら
れ
て
き
た。
そ
し
て
女
は
「
ケ
ア
す
る
性」
と
し
て
そ
こ

に
配
当
さ
れ
た。
近
代
の
性
別
役
割
分
担
ー
ー↓
男
の
公
領
域
へ
の
配
当
と
女
の
私
領
域
へ
の
配

当

ー
と
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る。
イ
ヴ
ァ
ン
・
イ
リ
イ
チ
は
そ
れ
を
歴
史
上
か
つ
て
な

そ
の
私
領
域
に
お
け
る
ケ
ア
を
「
な
い
も
の」、
あ
っ
て
も
「
見
な
い
ふ
り」
を
し
て
き
た

ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
…
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者、
実
存
主
義
者。

て
い
る。
そ
し
て
こ
の
依
存
関
係
は
□
ロ
ロ
]
で
あ
る。
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公共，政治・経済

問9 下線部lに関連して、次の記述の空欄（ ア ）、（ イ ）に当てはまる語旬の組合せとして最も適当なもの

を、下の 1 ~4 の中から一つ選びなさい。

議員の女性比率の低さは、日本も含めた多くの国にとって大きな課題である。この状況を改善するために、候

補者や艤席の一定数を女性に割り当てる（ ア ）が提案されており、実際に導入した国もある。日本でも、

2018年に施行された法律が、（ イ ）に対して、候補者の男女数をできる限り均等にするよう求めているが、

努力義務にとどまっている。

⑨ 1. （ア）クオ ー タ制 （イ）選挙管理委員会

2. （ア）クオ ー タ制 （イ）政党

3. （ア）比例代表制 （イ）選挙管理委員会

4.（ア）比例代表制 （イ）政党

問10 下線部Jについての記述として最も適当なものを、次の 1~4 の中から一つ選びなさい。

⑲] 1.性の多様性に対する社会的理解を促進するためにLGBT理解増進法が制定されている。

2.同性愛者の性別変更を可能とする性同 一性障害者特例法が定められている。

3.民法は同性婚を認めていなかったが、最高裁判所の判決によって認められるようになった。

4.性的指向とは、自己の性別に関する意識のことをいう。
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公共，政治・経済

皿 次の〔会話文〕を読み、問21～問30に答えなさい。答えは解答欄厄〗～ OOにマ ー クしなさい。
9· • ···…·…• （会話文〕•··，·，··，·，·9·9··· ·，·，·，·9·，··,·,·,··9·，·，9 ·，·9··· ·，·9·9·，•・●9＊9 ，．，,，，·9·9＊·・•·•9..●.,●．•.＊.*9.••..●•.・●● ●.,,,●*,.•.••..•・•.*,．9,·9•..・..．・．•・.,.，.,.9・.......•．•．・•●●..＊...・9・,.，·＊，，·・9,，·・.．・・·…

経田：この前の政治・経済の授業で、経済学の父と呼ばれているのは、アダム・スミスだと習ったね。

政田：うん。あの授業では資本主義や社会主義について勉強した記憶があるよ。

経田：市場メカニズムについて、需要と供給の関係をグラフで図示するのは、新鮮だったな。

政田：私が経済の授業で一番印象に残ったのは機会費用の考え方だよ。合理的な選択をするために露要な考え方
D 

だったよね。

経田：そうだったね。普段の私たち望堕塁は、合理的にできているかな？

政田：どうだろう？ 無駄が多いとちょっと困るね。

経田：毎日のように行う消喪だから、それについて考えるのは大事だけど、自分に合っt旦邑主互を考えることも

厭要だよね。政田さんは、将来、どんな職業に就きたいか考えている？

政田：私は、近年、農業生産の付加価値を高める取り組みがあることを知って、これまでは考えたこともなかっ
G 

たけど、農業を仕事にすることにも興味が湧いてきたんだ。

経田：そうなんだ。私は、政田さんみたいに具体的に想像できているわけじゃないな。ただ、どんな産業でも、

利益を上げている企業だったら、十分なお給料がもらえそうだよね。
H-

政田：そうだね。さらに起業が増えると、より市場が活性化されていって経済成長も進んで私たちの暮らしもよ

り良くなることが期待できそうだね。

問21 下線部Aに関する次の記述の空欄（ ア ）、（ イ ）に当てはまる語旬の組合せとして最も適当なものを、

下の 1~4の中から一つ選びなさい。

アダム・スミスは、『（ ア ）』（1776年）において、分業により社会の生産性は飛躍的に向上することを示し

た。さらに、スミスは、個々人が自山な経済活動を行い、各自の利益を追求しても、「見えざる手」によって意

図しないうちに （ イ ）が実現されると述べた。

固 1. （ア）国富論（諸国民の富） （イ）公共の利益

2. （ア）国富論（諸国民の富） （イ）労働者からの搾取

3. （ア）資本論 （イ）公共の利益

4. （ア）資本論 （イ）労働者からの搾取

問22 下線部Bに関連して次の記述の空欄（ ア ）、（ イ ）に当てはまる語句の組合せとして最も適当なものを、

下の 1 ~4の中から一つ選びなさい。

臨l

社会主義経済の特質は、生産手段の（ ア ）と、国家による計画経済であり、資源と労働力は国家によって

計画的に配分される。中国は社会主義国家であるが、1990年代前半以降、政治的には社会主義体制を維持しなが

ら、（ イ ）を導入している。

1. （ア）社会的所有 （イ） ドイモイ

2.（ア）社会的所有 （イ）市場経済

3. （ア）私的所有 （イ） ドイモイ

4. （ア）私的所有 （イ） 市場経済
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公共，政治・経済

W 次の（問題文〕を読み、問31 ～問40に答えなさい。答えは解答欄囮〗～厘〗にマ ー クしなさい。

：
．．．．．．．．．．．．． 〔問題文〕 ，，．．，．．．．，．，，．．．．．，，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

ブレトン ・ ウッズ、GATT、戦後賠償。立ちふさがった3つの壁

終戦直後、資源の少ない日本にとって、貿易立国の道を確立することは必須であった。世界経済システムヘの
A---

参画を模索する日本に、立ちふさがったのは3つの壁である。 ： 
1つ目は、世界銀行・国際通貨基金(IMF)を軸にした米国中心の国際金融システム「プレトン ・ ウッズ体

制」への参加。2つ目は、泄界貿易機関(WTO)の前身「関税及び貿易に関する一般協定(GATT）」への
B 

加盟。そして3番目が戦後賠償問題の解決。これらの壁を乗り越え、高度経済成長を実現した日本は、1964年に

経済協力開発機構(OECD)加盟を果たすことになる。

日本政府が肱銀※．IMFへ接近したのは50年4月、池田勇人蔵相が米国の金融政策顧問ジョセフ・ドッジと
C 

輸銀※※設立について協議した時のことだ。経常収支の赤字がつきまとう日本経済にとって、プレトン・ウッズ
D 

体制によ賢竺堡の融資を受けられる利点は大きかった。当初GHQの反応は冷淡だったが、マッカ ー サ ーが解任

されると事態は好転。米国の支援を受け、52年8月には世銀•IMFへの加盟が実現した。

世銀により、日本は戦後復興に必要な外貨の借り入れができるようになる。融資は東海道新幹線、東名・名神

高速道路、黒部ダムといった多くの経済インフラの整備に使われ、日本の高度経済成長の土台となった。

次なる悲願は、GATTへの加盟だった。52年7月には正式に加盟を申し込んだが、欧州諸国の思わぬ反対に

直面。欧州には戦前の日本の繊維製品のダンピング輸出への警戒が根強く残っていた。米国の支援により、よう

やくGATTに加盟したのは55年9月で、加盟後も日本の繊維輸出は自主規制を余儀なくされたが、GATT加

盟はH本の国際社会への復帰にとり象徴的な意味を持った。日本の翰出はその後、繊維から璽化学工業へと拡大

を遂げ、高度経済成長の主カエンジンとなる。

戦後賠償の支払いと輸銀。非欧米として初のOECD加盟

サンフランシスコ講和条約締結により、戦争被害を受けた国々との戦後賠償の交渉が加速したのもこの時期の

ことだった。日本はまず東南アジア諸国との貿易関係を正常化させるべく、賠償問題の解決を図った。

賠憤の支払いは55年から開始され、輸銀は賠償に伴い供与された経済協力案件の融資面の中核を担う。日本の

経済協力はこの賠俄支払いが始まりである。日本は産業の高度化で成長した鉄鋼や船舶、機械類といった重化学

工業製品やプラントの輸出を拡大した。これにより、輸銀の輸出金融、海外投資金融等の活動も活発化。輸銀は

日本の高度経済成長を金融面で支えた。

こうして日本は64年4月、非欧米諸国として初のOECD加盟を実現。先進国としてより責任を求められる立
H 

場となった。

【国際協力銀行「高度経済成長を果たし、先進国入りへ。世界経済システム参画と輸銀が担った役割

(J BI C ヒストリ ー vol.2）」から 一部抜粋】

※世銀：世界銀行の略称。

※※輸銀：日本輸出銀行の略称。1952年に日本輸出入銀行に改称された。

問31 下線部Aに関連して、為替レ ー トと財・サ ー ビスの貿易についての記述として最も適当なものを、次の1~

4の中から一つ選びなさい。

園 1. 1ドル＝142円から1ドル＝134円になることは円安と呼ばれる。

2.円とドルの為替レ ー トが円安になると、アメリカ合衆国から日本へ輸入した財の円に換算した価格は下がる。

3.プラザ合意によって進んだ円安のために、日本の輸出産粟は大きな打撃を受けた。

4.近年の日本へのインバウンドが増加した理由の一つは、円安による旅行贄用の低下である。
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歴史総合， 日本史探究

問 14 下線部（ 3) に関する次の記述 X• Y の正誤の組合せとして正しいものはどれか。最も適切なものを下の 1

~4 の中から一つ選びなさい。

x 李成桂ひきいる朝鮮水軍に日本軍は苦戦した。

Y 秀吉は肥前の長崎に出兵の本営を置いた。

⑲ 1. X一 正 Y 一 正 2. X一 正 Y ― 誤

3. X一 誤 Y 一 正 4. X一 誤 Y ― 誤

問15 空欄（ ウ ）．（ エ ）に入る人名の組合せとして正しいものはどれか。最も適切なものを次の 1~4 の

中から 一つ選びなさい。

固 1.（ウ） 一 狩野山楽 （エ） 一 狩野元信

3.（ウ）一 狩野永徳 （エ） 一 狩野元信

史料A

2.（ウ）一 狩野山楽 （エ） 一 狩野探幽

4.（ウ）一 狩野永徳 （エ） 一 狩野探幽

来年より、諸大名上ケ米御免遊ばされ、参勤交代先規の通り仕るべきの旨、今度仰せ出され候。夫に付、御勝
しかる

手向いまだ事足候程二は之無く候得共、最早久敷上ケ米仕り候に付、御免の事二候。然上は諸向御入用筋の儀吟
いづ

味を遂げ、成るべき程ハ相減らし候様二、其向々役所々二て了簡仕り、申し出べく候。

（『御触害寛保集成』）

問16 史料A から読み取れることとして正しいものはどれか。最も適切なものを次の 1~4 の中から一つ選びなさ

い。

⑱l l．足高の制の実施 2.足高の制の廃止 3.上げ米の実施 4.上げ米の廃止

問 17 史料A の政策を主導した将軍に関する次の記述 X· Y の正誤の組合せとして正しいものはどれか。最も適切

なものを下の 1~4 の中から一つ選びなさい。

! x 『甘藷記』を著した田中丘隅を登用した。

! y 大坂堂島の米市場の相場を公認した。

匝I l. X 一 正 Y 一 正

3. X 一 誤 Y 一 正

2. X一 正 Y ― 誤

4. X 一 誤 Y ― 誤
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歴史総合， 日本史探究

IV 高校生の山田さんは、日本人とは誰なのかという疑問が浮かび、教師に質問をしている。次の会話文を読み、

問31 ～問40に答えなさい。答えは解答欄固〗～匝〗にマ ー クしなさい。

会話文

山 田：日本人という言葉が、当たり前のように使われていますが、それは、いったい誰のことをさしているの

ですか。

教 師：いい質問だね。それを考えるために、まず日本という国の領域が、歴史の中で、どのように変化してき

たのかということから考えてみてはどうかな。

山 田：日本の領域が、第二次世界大戦時と現在とでは異なっていることは知っています。
(1) 

教 師：そうだね。敗戦後、日本は連合国軍による占領統治が実施されたのち、サンフランシスコ平和条約に調
1,1- (3) 

印したことで、独立を回復したんだ。現在の日本の領土は、この条約によって「確定」したんだよ。

山 田：日本は、この条約に調印したことで、世界の国々と仲直りをしたのですね。

教 師：残念ながら、そうとは言えないんだ。この条約は（ ア ）が調印せず、（ イ ）は出席しなかった

ことからも明らかなように「単独講和」（片面講和）と呼ばれたんだよね。サンフランシスコ平和条約

は、日本がすべての交戦国、さらには旧植民地の人ぴととの和解を実現させたものではなかったのだよ。

そのため日本は、この平和条約発効後も和解のための外交を続けたんだ。
(4) 

山 田：韓国との国交正常化には長い時間がかかり、北朝鮮とは、いまだに国交正常化が実現していませんね。
(5) 

教 師：植民地支配をめぐる問題が、日韓交渉を難しくした一つの要因になっていたんだ。
(6) 

山 田：台湾や朝鮮では「皇民化」政策が行われましたね。
(7) 

教 師：そうだね。それをふまえて、ここで二つのことを念頭に置いておきたいね。 一つは、日本人と呼ばれる

人びとの境界線が、現在とは異なるところに引かれていたこと。二つ目は、明治時代にまで遡って考え
(8) 

旱をもっておくことだね。植民地支配の問題は、過去だけでなく、現在も日本と朝鮮半島の関係に
(9) 

大きな影響を与えているね。日本の領域が、どのように歴史的に変化してきたのか、そして、それがい

かなる意味をもっているのかといった小さな問いへの応答を積み重ねることで、日本人とは誰なのかと

いう問題を解くための道筋が見えるかもしれないね。

問31 下線部（ 1) に関連して、第二次世界大戦が勃発した1939年以降におきた出来事の記述として誤っているも

のはどれか。最も適切なものを次の1 ~4の中から一つ選びなさい。

函 1.松岡洋右外務大臣は日ソ中立条約に調印した。

2. 日本では新体制運動が高まり、大政奨賛会が結成された。

3. 日本が日独伊三国同盟を締結すると、アメリカは対日経済制裁を本格化させた。

4. 日本はドイツと日独防共協定を結んだ。

- 25 ― 















































II. Read the passage below and choose True or False for 固to 酉．

A Short History of Japanese Cheesecake 

The top of a mountain is generally not the place you expect to eat some of the best 

cheesecake of your life, particularly not the top of a mountain in Japan. Yet this was exactly 

what happened on a day trip to Mount Takao on the edge of Tokyo, when I stumbled on the 

Japanese cheesecake shop Tenguya, conveniently located by the cable car back to ground level. 

Tenguya sells crispy pastry tarts filled with a creamy, light, and fluffy cheesecake center akin 

to taking a bite out of the mountain's surrounding clouds. 

This light and fluffy mousse-like form (affectionately known as fuwa-fuwa in Japanese 

onomatopoeia) is typical of the cheesecake varieties native to Japan. While nothing about 

cheesecake may seem typically Japanese - dairy, cake - it's common everywhere, in cafes, 

bakeries, patisseries, specialty shops, convenience stores, and on dessert menus across Japan. 

Several famous cheesecake tart chains, like BAKE and PABLO, attract around-the-block lines 

for their stores, both nationally and internationally. 

There are two main types of Japanese cheesecake, both the result of a slight remodeling 

to fit local tastes -lighter, less sweet, and delightfully lower in calor ies. The Japanese 

"souffle" cheesecake is a baked variety, but differs from a traditional New York-style 

cheesecake by incorporating a meringue egg-white batter to the cream cheese mixture to 

produce a soft, chiffon-like consistency. 

It may or may not have a creamy center, depending on the cooking time, and is also 

sometimes topped with some apricot jam. Japan also has its own take on unbaked cheesecake, 

known as "rare" cheesecake. This version uses a setting agent, like gelatin, and a base of cream 

cheese and yogurt rather than cream, giving it a sour flavor. 

Looking at its history, the Meiji government was encouraging the adoption of foreign 

foods, with a recipe book published in 1873 making the first mention of cheesecake - a mixture 

of cheese and rice rather than a traditional "cake." But as traditiona]Japanese tastes of the time 

found cheese particularly unpleasant, the cake was not readily adopted. 

It wasn't until the postwar period, when American forces stationed in Japan had brought 

with them American-baked cheesecake, along with other foreign flavors and foods, that tastes 

started to evolve. During the Showa Period, soft cottage cheese and cream cheeses were 

introduced to Japan, and began appearing as a novel ingredient in traditional confectionery. 

Eventually, consumption grew with the introduction of electric refrigerators in homes during 

the 1950s, and slowly, the Japanese partiality for cheese and cheese-based desserts followed. 

(Adapted from "A Short History ofJapanese Cheesecake", by Thompson, Jessica, June 10, 2025, 

Metropolis, retrieved July, 2025, from https:/ /metropolisjapan.com/short-history-japanese­

cheesecake/) 
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III. Look at the picture below and choose the most suitable answer for each blank 涸to

00 from the list 1 to 0. Each answer can be used only once.

‘‘ ．� ｀ ＼ 

、＼
＼ 

I III•一—―IIl IIl旧，-，麗•一.■
← ゴ―” ―

MY WIFE AND MY MOTHER-IN-LAW 

They arc l901h iu this picture - Fiml thcm 

(Adapted from: https:/ /Joe.gov /pictures/resource/ds.00175/, retrieved July, 2025)
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